宝物集下巻

７　　十二門開示　　一　道心

第一に、道心をおこし
、出家遁世して、仏になるべしと申すは、これたしかの修行なり。万法は心のなすところにて、さらに別に法なし。発心をおこして浄土をもとむべきなり。永観法師は、人木石にあらず、このめばおのづから発心す、とぞおしへける。道心をおこさんものは、よき友にしたしむべきなり。栴檀の林に入る人は衣おのづからかうばしく、麻の中の蓬はためざるになほきなり。海にうかぶ舟は万里をすぎ、松による葛は千尺のこずゑにのぼる。されば、青蓮華世界の鳥は妙法をさへづり、このゆゑに道心あらん人にちかづきて仏道をねがふべし。法花経には、
不親近諸外道梵志

とのべ給へり。この心は、かりそめにもあしき友にちかづく事なかれ、よき人にしたしめ、となり。心は第一のあだなり。心は心をゆるすべからず。煩悩は家の犬、うてども門をさらず。心は山の鹿（かせぎ）、なつけどもしたがはず。心はあらき馬のごとし。しづめて道心をおこすべし。

７　　十二門開示　一　道心　１　発菩提心の功徳

一念菩提心をおこせば、百千万の塔をつくるにすぐれたり、と申しぬれば、一念の功徳さへ無量なり。いはんや、ながく道心をおこして、ひとへに仏道をもとめんにおいてをや。されば、釈迦如来、華厳経の中におほくのたとへをとりて、菩提心の功徳をとき給へり。たとへば善見
薬王は一切のやまひをとどむるがごとく、菩提心も一切の煩悩の病をとどむ。たとへば、馬牛羊の乳の中へ獅子の血を入るれば、馬牛羊の乳はきえうせぬ
。また、一切の宝の中に如意珠すぐれたり。一切の功徳の中に菩提心の功徳すぐれたり
、とのべ給へり。また、秘密蔵経には、はじめの菩提心より重重の十悪をのぞく。いはんや第二第三第四においてをや。されば、善財童子の菩提心をおこし給ひしをば、弥勒大士
は獅子の座よりおりさせ給ひて、光明をはなちてをがみ給へるなり。これ童子のたつときにあらず、菩提心のたつときなり。

　　　７　　十二門開示　一　道心　２　道心おこし難し

しかりといへども、富めるもの
は、たのしみにふけりて、出家の心ざしなし。たれも善にはものうく、悪にはすすみやすきものなり。

しかれども、釈迦如来は摩伽陀国の御あるじ、浄飯大王の皇子にておはしませば、十善の位にそなはり給ひて、栄花にほこり、大臣百官に囲繞せられ給ふべきに、生死無常のはかなき事をなげき給ひて、王位をすて給ふのみならず、親にも妻にも別れ給ひて、
十二年の間、難行苦行の功つもりて、十二月八日の暁、明星を見給ひて、諸法実相のことはりをさとり給ひてよりのち、三界の衆生の導師となり給へるなり。されば、大国のあるじとなり給ひたらんは、夢まぼろしの間のたのしみなるべし。三世了脱の仏となり給ひて、ながく生死のくるしみをはなれ、快楽不退の地に座し給ふこそありがたけれ。

ここをもつて、濁世の我等を思ふに、何に心をとどむべき。はやくものうき世路のいとなみをふりすてて、後生善処のいとなみをなし給ふべきなり。人の命のあだなる事はあしたの露のごとく、よひのいなづまににたり。おくれさきだつまこそあれ、つひにはたれか残りとどまるべき。

されば、女人なれども小野小町
は生死のことはりをしりてかくぞよめる、
  　６４あるはなくなきはかずそふ世の中にあはれいづれの日までなげかむ

また、賀茂成助がよめる、

  　６５たれとてもとまりはつべき身ならねどまづはさきだつ人ぞかなしき

藤原親盛がよめる、

  　６６けふまではよそにのみきくはかなさのいつ身の上にならんとすらん

露の命のきえぬまに、あるいは逆修の善をまうけ、あるいは目のまへの功徳をつくるべきなり。一期の夢さめて後の追善の物をば、七分が一つをうくるとぞ申しぬる。仏をしへてのたまはく、たとへば王宮に池あり。この池に色香たへなる蓮さけり。ある人、この蓮をぬすまんと思ふ。もし人とがめば、鴦のなくまねをよくすれば、鴦ぞと心えてとがめじ、と思ひてぬすむほどに、花ばかりに心入れて人のくるをしらずして、とらへられて後に鴦のなくまねをしければ、かひもなくていましめられけり。そのやうに露の身のきえてのち功徳をなすは、とらへられて後、鴦の鳴くまねをしたるがごとし。

７　　十二門開示　一　道心　３　出家・遁世した人

されば、かしこき人は十善の位をだにもふりすてて、冥途をおそれ給ふためし、これおほし。天竺の国王出家し給ひて後、おほきにたのしみ給ふを、大臣あやしみてとひたてまつりければ、十善の位をたもちし時は、一切についてそのおそれありき。出家して後に、おそるる事もなくたのしきよしをぞのたまひける。されば、かやうの人のおほき事は、かぞへつくすにおよばず。仏も、我少
出家得阿耨多羅、とぞおほせられける。この心は、われ歳のわかかりし時、出家して仏になる事をえたり、とのたまへるなり。されば、わかくて出家めでたかるべきなり。むかし、七度還俗したりしものの、罪業重きがゆゑに大地獄におちし時、罪人がいはく、我すでに七度還俗したる罪によりて地獄におつ。さて七たび出家したりし功徳はいかに、といひければ、閻魔王たなごころをあはせて礼し給ひて、悪道をまぬがれけり。いはんや道心をおこして出家したる功徳、これにておもひやり給ふべきなり。はやく道心をおこして、とく仏に
なり給ふべきなり。

７　十二門開示　二　三宝

第二に、ふかく三宝を信じて仏になるべしと申すは、諸仏はみな三宝を信じて、道をえ給へるゆゑなり。三宝と申すは、仏法僧の三つなり。仏にたのみをかけたてまつりて、成仏すべきむねを、おろおろ申すべし。

７　十二門開示　二　三宝　１　帰依仏

法華経には、

今此三界　皆是我有　其中衆生　悉是吾子

とのべ給ふなり。この文の心は、三界の衆生はみなわが子なりととき給へば、父のごとくにおもひたてまつりて、一切衆生
たのみ
かけたてまつらば、うたがひなく仏になりたまふべきなり。また譬喩経をとき給ひし時は、七日の間青蓮慈悲の御まなこより、くれなゐの涙をながし給ひて、末代の衆生の道心なき事をぞかなしみ給ひし。今生の親は、ただ一世のちぎりばかりなり。親は子を思ひ、子は親を思ふといへども、ただ夢まぼろしの間の事なり。さらに、後の世に二たびみゆる
事なし。されば、大聖世尊に父のごとくに
たのみをかけたてまつらば、かならず
のちの世をすくひ給ふ親をもつべきものなり。僧祇の苦行も、五百の大願も、我等衆生のためなり。しかるに今、見仏聞法の結縁をするも、たれがちからぞや。ひとへに大恩教主釈迦如来の御悲願なり。この御をしへにあづからずは、冥より冥に入るといひて、くらきよりくらき道にまどひて、六道に沈淪すべし。この心を和泉式部がよめる、

　　６７くらきよりくらき道にや入りなまし
はるかに
てらせ山のはの月

はやく随喜して、往生極楽をいのりて仏になり給ふべし。薬師如来は一切衆生の病をとどめて、八菩薩をして極楽へおくらんとちかひ給ふなり。我等貪嗔痴の三毒の病おもきがゆゑに、出離の心なし。いま如来の御悲願にあひたてまつりて、すみやかに生死の大海をわたり給ふべきなり。人、死苦のきはまる時は、かならず断末魔のくるしみ、身をせむるがゆゑに、臨終正念ならず。されば、薬師如来をたのみたてまつれば、貪嗔痴の業病及び、もろもろの病をのぞき、乃至八菩薩を請ず、とのたまへば
、また大慈大悲観世音菩薩は、身を三十三に変じて十方の衆生をみちびき、かたちを六種にわけたまひて、六道の群類をすくひ給ふ。観音御悲願にあづからずは、いかでまつたく蓮台に生まるる事をえん。現世の利生も人みなしれり。されば、中中申すにおよばず
。

また、地蔵菩薩はわれら衆生ふかくたのみたてまつるべき仏なり。そのゆゑは、釈迦如来、忉利天にましまして、十方の諸仏菩薩あつまり給ひし中に、地蔵菩薩につげてのたまはく、未来悪世の衆生をば汝に付属す。一日一夜なりとも悪道へおとし給ふ事なかれ、とおほせられしなり。されば、冥途の事におきては、よろづ地蔵菩薩にいのりたてまつりて、今世後世の引導
の利生を
あふぎたまふべきなり。あるいは閻魔王となりて、中有の罪人をやどし、あるいは十王となりて、七日ごとの罪人をすくひ給ふ。自業自得果の罪まぬかれ
がたければ、かならず衆生にかはりて苦患をうけ給ふ。しかのみならず、毎日晨朝
ごとに、もろもろの地獄に入り給ひて、罪人をとぶらひ給ひぬ。造作五逆罪、常念地蔵尊、遊戯諸地獄、決定代受苦。この経文の心は、五逆罪をつくりたるものなりとも、つねに地蔵菩薩を念ぜば、もろもろの地獄に入りて、衆生にかはりて苦をうけん事決定なり、とのたまふなり
。されば、現世の御利益も、いとかなしくぞおぼゆる。

西坂本に、観音院といふところに老いたる女ありき
。五寸ばかりなる地蔵をもとめて、麻小笥（おごけ）といふ物に入れたてまつりて、くふ物の生飯（さば）をまゐらせて、年をへて
けり。この女、田を二反もちたりけるを、年ごろ子なりけるおとこにあつらへてつくらせけるに、いかなる事かありけん。六月までつくらざりければ、子をうらみて、年ごろもちまゐらせたる地蔵にむかひて、あはれ人にておはしまさんには、この田はつくりてたびてまし、とてねたりける夜の夢に、汝が田のつくられざる事をかなしむ間、我つくりてあたへん、とのたまひて、わかやかなる僧の来たり給へる
とみて、夜の明けがたにめさめければ、道をとほるものの声にて、きのふまでつくられざりし田を、夜のまには何もののつくりたるらん、といふをききて、夢におもひあはせて、わが田のもとに行きて見れば、この田みなうゑられたり。ふしぎにおもひて、もし地蔵の御はからひにてもやあるらんと、いそぎかへりて見れば、御足手に土うちつきておはしましける。

また、二条朱雀辺に紙漉のありけるが、そのあたりのものども、冷泉河辺
のゑぞ寺
の地蔵講をぞ
おこなひけるに、紙漉さして心ざしはなかりけれども、なぐさみがてらにまじはりて、一年に三度づつ、この講をつとめけり。ある年この紙漉やまひ大事にて命終はり、鬼どもにとらへられて閻魔王宮に行きぬ。すでに罪の軽重をたださるる所に、わかやかなる僧一人来たり給ひて、あなかしこにこひうけて、娑婆へかへるべき道を、ねんごろにをしへられけり。あまりにうれしくて、いかなる人にておはしましけるぞ、ととひければ、冷泉河原
の辻にあり。一年に一度われを供養し給ひしなり、とてうせ給ひぬ。紙漉よみがへりて、涙をながしてこの事をかたりて、いよいよこの地蔵を帰依したてまつりけり
。

また東山にありけるをんなも、年久しく地蔵を念じたてまつりしゆゑに、死したる親をもちわづらひけるを、行脚の僧に現じ給ひて、かの死人を山へおくり孝養し給ひけり。山おくりの地蔵とて六波羅にましますなり。いはんや、かくれての利生、後の世の御たすけおもひやり給ひて、いづれの人もみな地蔵菩薩をたのみたてまつるべきなり
。

されば、三井寺の内供智興は、炎天に重病をうけて悩乱する事、前後をしらず。しかるに陰陽士清明をよびていのらせけれどもしるしなし。清明がいはく、智興は定業かぎりの
ある人なれば、いかにいのりたてまつるともしるしあるべからず。ただし御弟子の中に師匠の重恩をしり給ひて、かの御命にかはり給ふべき人あらば、まつりかへん、といふ。智興は病のしのびがたきに、心なき事なれば、わが命にかはれとはいはざれども、弟子どもの中を見まゐらせけれども
、我かはらんといふものなし。ここに性空阿闍梨といふ弟子、師弟は他生の契あさからず。されば、弘法大師は、師は三世の
ちぎり、おやは一世のむつび、とおほせられしなり。清明がいふごとく、師匠の命にかはりて、我かの病をうけ、つひに冥途におもむくべし。いそぎまつりかへよ、といふを聞きて、智興、涙をながしていはく、わが命にかはるべき心ざしはうれしけれども、弟子をころしてさきだてん事は、順儀にはづれぬべし。順儀ただまつりかふべからず、といひければ
、性空いひつることばなれば、ふつとおもひきりたりけるを、母のありけるが、聞きて、八十にあまりたる母をふりすててさきだたん事、いかに、と制しければ、性空がいはく、流転三界中、恩愛不能断、奇恩入無為、真実報恩者、といふ要文をひけり。この心は三界のうちに流転すれば、恩愛たゆる事なし。恩をすてて無為に入るもの、真実の恩を報ずるものなり、と仏のとき給へるなり。されば、おやの恩は三界をはなれざる恩愛なり。師匠の恩は三界をはなれて無為に入る真実の恩なり。我すでに師匠の命にかはりなば、この功力によりて母もかならず無為の都に入り給ふべし。心やすくおもひたまふべし、といひて、たちまちに師匠の命にかはり、かの業病をうけ、五体やすからず悩乱す。性空やまひあまりにしのびがたければ、本尊の絵像の不動にむかひたてまつりて、我、師匠の命にかはりてこの業病をうけたり。ねがはくは明王、臨終正念にして、はやくころし給へ、といひて、礼拝しければ、絵像の不動の御まなこよりくれなゐの涙をながし給ひて、汝は師匠の命にかはる、我は汝が身にかはる、とおほせられければ、性空がやまひ、たちまちになほりて、師匠も弟子も命たすかりけり。されば、十方三世の諸仏は同体分身にて渡らせ
給へば、いづれの御悲願もみなかくのごとし。されば、いづれの仏にてもましませ、たのみたてまつりて仏になり給ふべし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7十二門開示　二　三宝　2帰依法

また、もろもろの経論・真言の功徳をかたはしづつ申すべし。昔、倶縛婆羅門といふ人あり。一日に千のいき物を殺す。年つもりぬれば、殺す所の物かずをしらず。今生の縁つきて、大地獄に堕ちて、苦患をうくるに、随求陀羅尼のひとつの文字、風に吹かれて屍にかかりける功徳によりて、地獄の鼎
、俄にやぶれて、たちまちに清涼の池となれり。いはんや、心をつくして陀羅尼をよみかきたらん功徳は、一切経を百万返よみたるに同じといへり。

また、尊勝陀羅尼の功徳、後の世の事は申すにおよばず、現世にもめでたき事なり。九条の右大臣
師輔は、百鬼夜行にあひ
給ひたりけるに、尊勝陀羅尼を満て
給ひて鬼の難をまぬがれにき。

また、西三條の大将常行は、神泉苑にてかやうの事ありけるにも、この陀羅尼をきぬの襟に縫ひくぐみてもち給ひしゆゑに、助かり給ひにき。されば、冥途の道にても阿防羅刹いかでかこの功徳をむなしくなさんや。よくよく信ずべきものなり。

7十二門開示　二　三宝　3帰依僧

  また、ふかく僧を供養すべし、と申すは、仏、羅漢なくば、持戒の比丘、それなくば破戒の比丘、もしは
、かしらを剃り、衣をきたらん法師を供養すべし。持戒・破戒をきらふべからず。

　大国に玉をふくむ鳥あり。鳥は宝ともしらざれども、玉は宝なり。されば、僧は破戒なれども供養の功徳は宝となるなり。ここをもつて羅什三蔵は、恥は満衣のごとし。法は蓮花のごとし、との給へり。恥は衣のごとく身にあまりぬれども、法は蓮花の土によごれざるがごとし。

　また、弘法大師は、功徳は大地のごとし、おのれがために諸人にほどこせ、とのたまへり。かりそめにも、出家の体をえたらむものをあしくいふべからず。維那といつしもの、おろかにして僧をあなづりしかば、九十一劫、虫にむまれて苦を受く。

　またある人、わかかりし時たはぶれに老僧をわろくいひしかば、五百生、犬にむまれき
。されば、いかにもあれ、法師を供養して、往生極楽をいのり給ふべきなり。

7十二門開示　三　持戒 

第三に、戒をたもちて仏になるべし、と申す事は、如来の禁戒に入りぬれば、八万四千の悪業、煩悩のいくさの勢は、せめ来たるといへども、まつたくをかさるる事なし。梵網経には、戒をたもつ人は浄土人天のむくひを受く、ととき、成実論には、戒をたもてるものは、もろもろの善根を成就す
、と教へたり。知度論には、もし人大善根をもとめんとおもはば、まさに戒をたもつべし、といふ。また、十分律に、戒をたもつ人をば、二十五の善神囲繞す、といへり。このゆへに、よくたもつを十善といひ、あしくやぶるを十悪と申すなり。

戒のさまひろし。菩薩戒より沙弥戒にいたるまで、八万の律義、三千の威義などとて、さまざまおほけれども、仏、妙海大王のためには、十戒ををしへ、提謂長者がためには、五戒をさづけ給ふ。このゆゑに、まづ五戒のありさまを申すべし。五戒とは、殺生・偸盗・邪淫・妄語・飲酒
、この五を申すなり。

7　十二門開示　三　持戒　1　不殺生

一には、不殺生と申すは、物の命をたたぬ事なり。殺の因・殺の縁・殺の報
・殺の業といふは、みづから殺すのみにあらず。人の殺すにもともなはず、人にをしへても殺させず。されば、持戒の比丘、さとにいでて乞食するに、ある玉つくりのもとへ行きぬ。かの玉つくり、家のうちに入りたるひまに鵜といふ鳥来たつて玉をのみぬ。玉つくり来たりて、ここにある玉うせたり、乞食の沙門のぬすめるぞ、とてとらへてうちせめけれども、殺生戒をやぶらじとて、鳥ののみたるとはいはず。うちせめらるるに、このかなづちぬけて、そばなる鳥にあたりて、すなはち死にけり。しばらくありて、沙門のいはく、この鳥は生き返るまじきか、ととへば、はや死にはてたり、といひける時、さらば、この鳥のはらをあけて見よ、玉あるべし、といふ。その時、玉つくり、鳥のはらをあけてみれば、玉ありけり。玉つくり、この僧にむかひて、なにとてやがてこの鳥のみたるよしをばのたまはで、ゆゑなくせめられ給ふぞ、といひければ、僧のいはく、われ殺生戒をたもつゆゑにいはざるなり、といひければ、その時、この玉つくり、僧を礼拝して、たつとみけり。

この事を、天台にときたまへり。昔、国王のましましけるが、行業たつとき羅漢を、帰依せんがためにむかへ給ふ。折ふし、碁をうちてまち給ふところに、羅漢の来たり給へるよしを奏しける時、うつ碁にきるべきところのありけるを、興に入りて、ただ切れとのたまひけるを、羅漢の事と心得て、官人、すなはち羅漢の首を切りて、国王、碁をうちはて給ひて後、羅漢こなたへよびたてまつれ、とおほせられける時、はやく切れとのたまひつる程に、切りぬ、と申す。国王、この事を悲しみ、あさましくおそろしくおぼして、仏のもとへまゐりて、懺悔し給へば、仏のたまはく、昔、国王は蛙にて田の中にましましける時、羅漢、農夫にて田を作るほどに、鋤といふものをもちて、心ならず蛙の首を打ち切りけり。農夫くひかなしめども、かひなくしてやみぬ。されば、いまその業をつくさんがために、心ならず殺さるるなり、とのたまへり。

あやまちさへかくのごとし。いはんや心をおこして殺さんむくひにおいてをや。無始生死より、諸仏の利益にもれて、六趣に輪廻してかなしむは、物の命を殺して殺生戒をたもたざりしゆゑなり、とて、仏はとき給へる。かへすがへす物の命を殺すべからず。

7　十二門開示　三　持戒　2不偸盗

　二に、不偸盗と申すは、草の一すちも、針の一本もぬしに知らせでとるべからず。いはんや、その外のものをや。昔、憍梵波提手すさみに、道のほとりにおちたるあるを、とりたりしゆゑに、五百生の間、飢ゑの姿と成りにき。されば、仏の物を盗みたる者は、生生世世に、手なきものにむまるるなり。くろがねは針にてはて、人は盗みてはつるなり。今生後生あさましき事なり。されば、かしこき人は、人のあたふる物をさへ、ことによりてとらず。ことにぬしのをしむ物はゆめゆめとるべからず。

　また、六賊のぬすみといふことあり。一には、よろづの物をみてほしと思ふ。二には、こゑを聞く物、人のかたりつたへたる物をほしと思ふ。三には、ものの香をかぎてほしと思ふ。四には、舌にもののあぢはひを知りてほしと思ふ。五には、身にふるる物に愛着をなしてほしと思ふ。六には、心に物をあんじて思ひ出してほしと思ふ。これみな輪廻の業なり。よくよくつつしみて、生死をはなれ給ふべきなり。

7十二門開示　三　持戒　3不邪淫

　三には、不邪淫と申すは、妻あるものを夫にせず、夫ある物を妻にすべからず、といましめられたり。されども、これは一人をばゆるされたりければ、事もおろそかなり。不淫とて女のかたへ目をも見やらざれ、と仏は制せられたり。女人は煩悩のみなもとなり。一たび犯しつれば、五百生の間かれにしたがひて、六趣に輪廻す。毒蛇を見るとも女人を見るべからず、といへり。されば、一見於女人、永結三途業、何況於一犯、定堕無間獄、ととき給へり。この心は、一たび女人を見れば、永く三途の業を結び、いはんや一たび犯しぬれば、無間に堕つる事決定なり、とのべたまへるなり。

　昔、一人の羅漢、木の枝に烏のゐたるをみて、うちわらひてとほりければ、弟子あやしみてゆゑをとふ。羅漢のいはく、五百世のあなたに優婆塞にてありし時、淫を犯して一人の子まうけて、六になる時、修行のため出でんとしければ、我をばいかになれとおもひて行き給ふぞ、といひて、足にとりつきて、をめきさけびしかば、そのたびはとどまりき。そのゆゑに、出離の方便なくして、五百世の間、六趣に輪廻して、このたびこそ、やうやう羅漢の果をえたれ。むかしの六子、すなはちこの烏なり、とぞのたまひける。されば、淫欲は第一の仏道のさまたげなり。涅槃経に、

　　女人地獄使　能断仏種子　外面似菩薩　内心如夜叉

とのべ給へり。この心は、女人は地獄の使にて、よく仏の種を断つ。形は菩薩に似たりといへども、心の内は鬼のごとし
。

　さるにや、阿育大王の后は、継子の鳩那羅太子をおもひかけ給ひたりけるを、きき給はざりければ、両のまなこをくじり給ひけり。しかのみならず、年ごろの夫を、ままおとこに殺さする女、漢家本朝に数をしらず。また、畜生に嫁ぐ物もあり。これみな淫欲のいたすところなり。よくよくつつしみ給ふべし。しかれども、在家のものには、一人をばゆるし給へり。懐妊のあひだ、月水の時をいましめられたり。男女の契りよしとても、なにの益かあるべき。すみやかに淫欲をはなれて、無上菩提の心をおこして、仏道をねがひ給ふべきなり。

7十二門開示　三　持戒　4不飲酒

　四に、不飲酒と申すは、酒をのむまじき事なり。天竺に長者あり。一つの蔵の中に酒をつくれり。壺おほきにして、澄める事泉のごとし。長者の妻蔵にいりて、酒のかめをみるに、若き女のかたちよきあり。いそぎかへりて、長者にむかひて、汝をたのみて偕老同穴の契り深し。うらみなかりつるに、かめの中に女をおきて、我に見せつるは、とうらみければ、長者不思議におもひて、いそぎ行きて見れば、おとなしやかなる男ありければ、長者かへりて女にいはく、我をすかしやりて、間男に殺させんする
にこそ、とて年ごろのめをうらみて離別しければ、一人の羅漢、この事をさとりて、酒のかめを見れば、男も女もなし。されば、明けくれ酒をのみのむ程に、酔ひのあまりに本性を失い、我がかげの酒にうつりたるとはしらずして、かやうにほれたるうらみ事をいひけるあひだ、羅漢この酒がめを取り出だしてうちわりて、長者夫婦に見せられける時、二人がうらみ事やみける。

　また、迦葉仏の時、一人の優婆塞、酒に酔ひて本心を失ふゆゑに、人のめををかし、結句庭鳥を盗み殺しつ。ぬしはらたちてかこちければ、さなきよしを論じけり。

かやうに酒は本性をうしなはする物なり。されば、酒は五戒をやぶるがゆゑに、仏、譬喩経に
とき給へり。

仏説身口意　三業之悪行　唯酒為根本　不飲閉悪道

この心は、身と口と心とを、三業といへり。この業よりおこる罪
とかは、ただ酒をもつて根本とするがゆゑに、のまずして悪道をとぢよ、ととき給へる。また、梵網経に酒をとりて人にあたへんものは、五百世の間、手なきものにむまるる、とのたまへり。いはんや、みづからのまんにおいてをや。よくよくつつしみ、仏になり給ふべし。

7　十二門開示　三　持戒　5不妄語

　五には、不妄語と申して、そらごとをすべからざるなり。口のとがは身をはみ、舌のとがはつるぎとなつて、命をきるといふは、そら事をいましめたるなり。されば、地獄にして罪人にむかひて獄卒のいはく、妄語の火は大海もやきつべし。いはんや、妄語の人をやかん事は、草深き枯野に火をつけたらんがごとし。地獄のたきぎは妄語なり。　

されば、妄語の罪におちたるもの、とほきよの事は数をしらず。ちかく証拠をあらはせるは、紫式部、そらことをもつて源氏物語をつくりしゆゑに、地獄におちて苦患をうく。はやく源氏をやきすてて一日経をかきとぶらふべし、と人の夢に見えけるとて、歌よみどもの集まりてとぶらひしなり。たとひ狩人の鹿をもとめうしなひて、ここを鹿やとほりつるといはんに、かれを殺さじがために、しりながらしらずといはんをば、妄語なれども、仏もゆるし給ひぬべし。およそこれにあひたらん事はくるしからず。この外の妄語は芥子ほどの妄語の事なりとも、須弥山程の苦を得べしなり
。

されば、恵心僧都は年の始めにかならず御門の行幸を見給ひけるを、御妹の安養の尼と申す人のあやしみて、きみは無極の道心ある人なり。何ゆゑに年ごとにおほやけの行幸をば見給ふぞ、とのたまひければ、むかしの十界のちからにて、いま十善の位にむまれ給ひたる事のなつかしければ、見たてまつるなり。されば、大臣公卿よりはじめて、いやしきからかさもちにいたるまで、前世の戒力によりて上下のありさまをみて、過去遠遠の流転を観ずるなり、とぞのたまひける。

今世後世めでたき事は、ただ五戒をたもつに過ぎたる事なし。たとへば、もろもろの悪念煩悩は行者のためにかたはなり。かのかたきをうたんとおもはば、善心の勢をそろへて一足もしりぞく事なかれ。その時は悪念の猛勢を射おとされて、にげかくれぬ。しかりといへども、ややもすればすきをみて煩悩のやから謀叛をおこす。おこすといへども、善心のはかり事かしこければ、つひに妄念のかたきほろびうせて、無為の都のあるじとなりて、ながくたのしみにほこりて、二たび生死をうくる事なし。いかにも如来の禁戒をたもちて、後の世をねがふべし。一生は一まじろぎの程なり。かへすがへす、いるかせに思ふべからず。かやうの事をふかくしんずるを智者とは申すなり。
７　十二門開示　四　行業
第四に、もろもろの行業
を積みて仏になるべしと申すは、諸仏はみな六波羅蜜を行じて、正覚なり給へり。六波羅蜜と申すは、一には檀波羅蜜、布施の事なり。二には尸羅波羅蜜、戒をたもつ事なり。三には闡提波羅蜜、ものをこらへてあだかたきのとがをも思ひなほして、人のいたむべき事をわが身におもひしるべきなり。四には毘梨耶波羅蜜、精進をかたくするなり。五には禅波羅蜜、心をしづかにもちて仏道をもとむべき事なり。六には般若波羅蜜、ちゑをもつてまよひの衆生をすすめて極楽へみちびくべし。この六をあはせて六度万行と申すなり。

されば、尚闍梨仙人はもとどりに鳥のすをくひて子をうむに、かひこのすだつまではたらかず。悉多太子は檀特山に入り、迦葉尊者は鶏足山にこもりてぞおこなひ給ひける
。しかのみならず、大峯・葛木をとほり、堂をたて、仏をつくり、経をよみ、花をつみ、水をむすぶ人、みな仏道なるべきおこないなり。鹿母夫人
はあゆむ足の下ごとに蓮花のひらけるなり。むかし、仏に花をたてまつりしゆゑなり。

むかし、堂のくづれたりし所に土をぬりて、つくろひたりし人、九十一劫悪道をまぬがれて迦毘羅
長者の子にむまれき。仏の
はげたりしに、箔をおしたりしゆゑに、未来にかならず仏になりて光明如来といはるべしとぞ、仏さづけ給へる
。

天竺・震旦・吾朝に、心ある人のたれか仏道を修行せざる事のある。阿育
大王は八万四千の塔をたて、梁の武帝は二千九百の堂をたて、行基菩薩は四十九院をたて給へり。いづれのかたにてもあれ、心のひかんかたをつとめおこなひて、仏になり給ふべきなり。

７　十二門開示　五　発願

第五に、浄土に往生せんといふ願をおこして、仏になるべしと申すは、もろもろの仏菩薩は衆生をあはれみ給ひておのおの願をたて給ふ。その心おほくの経に見えたり。釈迦如来は五百の願、薬師如来は十二の願、阿弥陀は四十八願、普賢菩薩は十願。おのおのこれら
衆生をあはれみて、すくはんと思し召して、ちかひたまふ御心ざしなり。

されば、心あらん人は願をおこし
、仏道を成就して、有縁の衆生をみちびき、無縁の罪人をとぶらふべきなり。大荘厳論には、行業は牛の車のごとし、願は牛かひのごとし。行の牛の車あれども、願の牛かひなければ庭をめぐる事なし。はやく行業をつみて、往生の願をおこして浄土にまうで
、一切衆生をみちびき給ふべきなり。

ここをもつて普賢菩薩は、

願我臨欲命終時　尽除一切諸障碍　面見被仏阿弥陀　即得往生安楽国　　　　　　　　　　　　といへり。この心は、願はくは、われ臨終の時に臨まば、ことごとく一切の障碍を除いて阿弥陀如来を見たてまつりて、すなはち安楽国へ往生する事をえさせしめ
給へ、となり。

また文殊は

願我命終時　尽除障碍　面見阿弥陀　往生安楽国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と。これもまへにおなじ心なり。

また、いはく、

誓願不思議　西方無量寿　極重罪衆生　往生安楽国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といへり。この心は、阿弥陀の誓願ほど不思議なるはなし。極重の衆生なれども、極楽へ往生す、といへるなり。

されば、極重の悪人さへ弥陀の誓願にはもれず。いはんや心あらむ人においてをや。

また、天竺の波斯匿王のむすめ勝鬘夫人はかたちみにくく、髪ちぢみ、色くろくして人に見ゆべきかたち
にあらず。しかれども、恩愛すてがたくて、ひとつの楼にかくしおき給へり
。さるほどに、仏をむかへたてまつりて、説法を
させまゐらすべきよし、おほせられければ、波斯匿王の都のものども、みなみな聴聞すべきことをいとなみしに
、時にかの勝鬘夫人は、人のまへには出づまじき人にてましませば、この事をかなしみて、仏の法をきかむ、といふ願をおこし給ひたりければ、仏、かの楼のうちへ光をはなち給へり。この光にあたりて、勝鬘夫人のかたち檀金
になり、ちぢめる髪もたちまちに翡翠のごとくに見えければ、大王よろこびて、そののち
、いよいよ説法を聴聞せられけり。これも願力のゆゑによりて、勝鬘夫人のかたち檀金になり給ひき。

せんしやく比丘
はあまりにものはぢをしてむまるるたびごとに、はだかにてむまれじ、といふ願をたてければ、うたがひなく物をきて生まれき。

されば、少納言公経
は、受領して河内の国へ下りけるに、一宇の堂を建立せん、と思ひて見ありきければ、ふるき堂あり。仏壇のうちを見れば、よくしたためたる文あり。取りてひらきて見れば、その状にいはく、沙門公経うやまつて申す。一堂興隆の願ありといへども、力なくして供養をとげず。ねがはくは、来世に当国の国司にむまれて、この供養をとげしめ給へ、と書きたり。この沙門の名のりの文字を見れば、わがなのりの文字とおなじ文字なり。その時、むかしの事をさとりて、供養をとげたり。これも願力のゆゑなり。

またむかし、微妙の尼といふものあり。宿命通を得て、むかしの事をかたりていはく、われ、むかし一人のまま子をにくみて、ひそかにかしらに針をさしつ。母あやしみて我をうたがひしかば、おほくのちかごと
をたてたりき。そのちか事
ひとつもたがふ事なく、生生世世に負ひたりしなり。今、羅漢の果を得たりといへども、かしらより足のうらまで針を通すやうなる苦患あり、とぞかたりける。何事も一念おこす所の願は、生生世世にはたすなり。

されば、往生極楽をねがはむに、阿弥陀如来、紫雲にのり、西方より来迎し給はんこと、うたがひあるべからず。遠きたとへは申すに及ばず。近くは東大寺の得業といつし人、大般若、供養すべき願をはたさずして、にはかに命をはりけるが、閻魔王宮よりかへされて、供養をとげて、ほどなく往生せられけり。その時、閻魔王のさづけ給ひし経文あり。

般若第一教　此経結縁者　雖有重業障　必当得解脱　　　　　　　　　　　　　　　　　　この心は、般若は第一のをしへ
なり。この経文
を結縁するものは、業障おもしといへども、かならず解脱を得る、といへり。そのころ閻魔王、誦せられたる経文なりとて、あまねく諸人、申しあへり。

７　十二門開示　六　懺悔
　第六に、業障を懺悔して仏になるべし、と申すは、人界に生をうくるたのしみは
、懺悔の法にあひしゆゑなり。道綽禅師の安楽集に経文
を引きてのたまはく、人の一日一夜をふるあひだには、八億
四千の思ひあり。いはんや、念念におこすところ、思ひの数、無量無辺なり。これみな三途の業となる
、といへり。いはんや一生涯の業をや。いはんや
生生世世の業をや。この心をば、永観禅師が七段の式にくはしくしるせり。心地観経には、在家のものは、欲
煩悩の因をまねく。しかりといへども懺悔すれば、あらぶる煩悩みな滅して菩提の花ひらく、懺悔すれば、大円鏡をみる。懺悔すれば
宝所にいたる。百丈の石なれども、舟筏につみぬれば、大海にしづむ事なし。罪は百丈の石のごとし。懺悔は舟筏のごとし。はやくもろもろの業障を懺悔して、生死の苦海を渡る
べきなり。

されば、普賢菩薩は、有相・無相・刹利居士、この三の懺悔ををしへたまへり。よくよく心得しるべし。

７　十二門開示　六　懺悔　１　事理の懺悔

まづ色相の懺悔といふは、無始生死よりつくりし罪をはぢくやみて、発露涕泣して、あるいは本尊にむかひ、あるは賢聖にむかひて、懺悔するなり。大経にいはく、もし人罪をつくりて、かくせば、すこしき罪なりとも
、いよいよ増長す、といへり。しかれども、ことばを懺悔して心を懺悔せざるは、いたづら事なり。心の罪は懺悔すれども懺悔せられず。一心に懺悔して、業障をほろぼし給ふべし。これをまことの懺悔といふなり。次に無相の懺悔といふは、一切の業障はみな妄相なり。生ずれども有の体といふものなし。これを利の懺悔と申すなり。

たとへば、千年のやみはくらけれども、懺悔の一寸の紙燭をいれぬれば、千年のやみはれぬべし。たとへば業障のたきぎは千里につみたりといふとも、けしばかりの懺悔の火をつけぬれば、ことごとくやけうせぬ。たとへば、悪業の雲霧はあつけれども、　懺悔の風吹けば、悪業の雲霧みなはれて、法性の空あきらかなり。たとへば、煩悩の露霜はふかけれども、懺悔の恵日出でぬれば、すなはちきえうせぬ。この心を、普賢経にとき給へり。

一切業障海　皆従妄想生　若欲懺悔者　端坐思実相

衆罪如霜露　恵日能消除　是故応至心　懺悔六精根

この心を歌によめる
、覚樹法師、

　　68命をも罪をも露にたとへけりきえばともにやきえんとすらん

前斎宮大輔、

　　69心よりむすびおきける霜なれば思ひとぐ日に残らざりけり

懺悔と申すは、生生世世につくる罪をはぢ、悪業煩悩におぢおそるるをいふなり。一つのせうこを申すべし。天竺に商人あり。もろもろのたからをもとめんがために、五百人の友をぐして、風にまかせて舟を出だし、大海を渡る程に、色あをく、かしらの髪あかくして、口よりほのほを出だし、目より光をはなちたるもの、舟のはたをとらへていはく、汝ら我よりおそろしきもの見たりや、といふ。五百人のもの、おのおの心をまどはし、きもをうしなひて、舟のそこへころびふしてありけるに、この中に五戒をたもちける俗人ありけるが、物をいはずはなかなかあしかりなん、と心えて、汝よりおそろしきものあり、といへば、ばけ物のいはく、いかなる物ぞ、きかまほし、といふ。時に、この俗、汝ら百千万
あつめたるより
、なほおそろしき阿防羅刹の中へ、我をつれてゆかんとする悪業煩悩の心は、汝よりもおそろしきにあらずや、といひければ、このことばを聞きて、かのばけ物、海のそこへいりぬ。すみやかにこの俗のおもひをなして
、悪業煩悩におそれて、業障をはぢ給ふべし。

７　十二門開示　六　懺悔　２　刹利居士の懺悔

次に、刹利居士の懺悔と云ふは、正法をもつて国をおさめ、六斎日物の命をころさず、父母に孝養するを申すなり。正法をもつて国をおさめる
といふは、まつり事ただしからねば、天下みだる。天下みだれぬれば、万民のなげきなり。民のなげき、すなはち罪業なり。まつり事のあしきは、今世後世のたたりなり。されば、魏の文帝は六斎日に物の命をころしたまはず。

むかし、小沙弥の有りけるが、ありのひとつ、水にながれけるをとりいけたりしによりて、今生の命のびたりき。夜叉長者は、干つまりたる池の水に
すめる魚をとりて、大海にはなちたる
ゆゑに、長者の徳をあらはす。されば、八幡大菩薩の御母、神功皇后の異国退治の御時、おほくの殺生をつくらせ給ひしかば
、その群類をすくはんために、すくなき水にすめる魚をとりて、大海にはなち給へり。今の放生会のまつりごと
これなり。放生会とはいけるをはなつ会とかけり。たとひ、ちひさきかたちをうけたるものなれども、命ををしむ事は泰山よりおもし。たとひ、畜類にむまるると
いへども、子を思ふ事は、人界よりもすぎたり。かへすがへす物の命をころさずして、よくよくあはれみ給ふべし。物の命をたすけぬれば、亀雀にいたるまでもその恩をしりて、かならずかならず後の世にむくふなり。これ程の事は、いかなる賤（しづ）の女なんども
しりたる事なれども、しりながらしらぬなり。

されば、仏も重説偈言とて、一たびとき給ひし事なれども、かさねがさねのべ給ひしは、よく
衆生の耳にききたもたせんがためなり。こまかに申すにおよばず。また、乳母
に孝養して仏になるべしと申すは、懺悔の中の第一の懺悔なり。父の恩のたかき事は、須弥山のごとし。母の徳のふかき事は、蒼海ににたり。白き骨は父の恩なり。赤き肉は母の徳なり。人むまれて母の乳をのむ事、百八十石なり。水中のかめの子をみる眼、霜夜の鶴の子を思ひて鳴くこゑ、いづれも恩愛いとふかし。いはんや人倫においてをや。わが身にかへて子を思ふためし、少少申すべし。

漢の高祖
、楚の項羽とたたかふ程に、高祖のかたに石奢といふつはもの有り。項羽、石奢が母を取りこめて、汝が子石奢を、我かたへよばずは、命をたつべし、といひけれども、項羽は天下をたもつまじき相ありとみて、子には、ただ高祖につかへよ。われは命をすつ、といひおきて、つるぎにおちかかりてうせにけり。

されば、心地観経には、
世人為子造諸罪　堕在三途長受苦
ととき給へり。この心は、よの人は子のためにもろもろのつみをつくりて、三途におちて、ながくくるしみをうくるぞ、とのたまへり
。

また、吾朝武蔵の国にむかし火丸
といふものあり。おもはしき妻をもちたり
けるが、国司の京上しける
ともして、のぼるべきにて有りけるに、この妻をすててのぼらん事をかなしみて、禁忌のよしをいひて、のぼらじとて、母を山の中にぐして行きて、ころさんとする時、大地にはかにわれて、かの火丸
おち入りけるを、もとどりをとりて引きあぐるは母なり。子の大地へ
おち入る事をかなしみて、わがいのちのうせん事をばおそれず。かたきとなれる子をひきあげしは、いとわりなくぞおぼゆる。くはしくは、火丸
が伝にみえたり。これほどに、心ざしの浅からぬおやのために、孝養せざらん人あらんや。しかりといへども、天人はたのしみにふけりて、孝養の心ざしなくして、三途のくるしみにせめらるるなり。

されば、仏は御母の孝養のために忉利天にのぼり、報恩経をとき給ひしなり。極楽に往生したる衆生にむかひて、鳧・雁・鴛鴦
のいはく、父母孝養の往生か、師長奉仕の往生か、ととふなり。

されば、父母孝養の心ざしをもつて、極楽に往生せん事、これにてもしるべし。これ刹利居士の懺悔の大意なり。仁明天皇は、一年が間の罪を懺悔せんとて、年のはてにかならず三千仏の
御名をききてぞ、罪障を懺悔し給ひける。これを仏名となづけて、いまにたえず。むかしいまの人、この心をおほく歌によめる
。平兼盛、

　　70あら玉の年もつくればつくりけんつみは
残らずきえやしぬらん

源仲綱、

　　71過ぎにしも後もしらるる身のうさに三世の仏のなつかしきかな

７　十二門開示　七　布施

第七に、もろもろの施を行ずべしと申すは、諸仏はみな施をほどこして正覚となり給へり。これを檀波羅蜜という。竜樹菩薩は施を行ずる人は、月のはじめて出づるがごとし
。諸人にうやまはるるとのたまへり。国城妻子をすてん事、草木よりもかろく、頭目手足を施する事、土石
よりもやすくすべし。ここをもつて法花経には、

国城妻子　頭目髄脳　身肉手足　不惜身命
ととき給へり。この心は、法のためには国処、女子はいふにおよばず、五体六根および命をもをしまざれ
、とをしへ給へり。

されば、尸毘大王は鳩にかはりてみづからの肉を鷹にあたへ、薩埵王子は飢ゑたる虎にわが身をほどこし雪山童子は無常の文に命をかへ、舎利弗尊者はまなこをぬきて乞眼波羅門にとらせしなり。これならず、施に心ざしのある人、少少申すべし。阿闍世王、仏をむかへまいらせて、説法させたてまつりて
、夜に入りて仏の御かへりありければ、阿闍世王、宮より祇園精舎まで火をともし給ひけるに、貧女の銭弐文もちたりけるが、これを油にかへてともしたりけるが
ゆゑに、三十一劫をへて仏になるべし、とて須弥灯光如来とぞさづけ給ひし。これを長者の万灯より貧女の
一燈とは申すなり。後の世は申すにおよばず、今生に徳をあらはす事おほきなり。

天竺に絵師あり。伽毘羅城
に請用を得て行きぬ。妻子立ち居に待つ程に、世の中を過ぎわびて、絵師のかへるをたのみて、おほくの人の物をかりてつかひて月日をおくりけるに、絵師十二年といふに、金を三十両えてかへるに、道のほとりに堂のありけるに、仏に箔をおさんとて金をすすむる聖あり。絵師おもひけるは、家にもちてかへりては、ただ今生の宝にてこそ
あらんずれ。仏にまゐらせて生生世世の宝になさんと思ひて、この金を仏にまゐらせけり
。手をむなしくして家にかへりけるに、妻子よろこびて、何をかもちてかへりきたる、ととへば
ありのままにかたりけるを聞きて、これほどたのみまちつるかひもなく、今ははやまどひ者になりぬ、とかなしみなげくを、おほやけに
この事をきこしめして、心おほきなるものなり。国のつかさしるべしとて、国のかみになし給へり。今生の利生かくのごとし。後生のうつたへおもひやり給ふべし。

されば、仏の御肌への金色なる事は、湯をわかして人にあびせ
給ひしゆゑなり。ここをもつて、光明皇后は湯をわかしてみづから人の垢をすり給ひけるに
、おそろしげなるかつたゐの、わが垢すりてたべ、といひければ、願をやぶらじ、とてひそかに垢をすり給ふとて、この事人にないひそ、とのたまひければ、かつたゐまた阿閦仏の垢すりたりと人にないひ給ひそ后、とてかきけすやうにうせけり
。 

されば、阿閦仏変化し給ひて、かの
心ざしの程をこころみ給ひしなり。仏、施
の功徳をほめ給ふに、十方の国土をちりとなして、その国の草木瓦礫と
しり、三千世界の水を大海にいれて、その河の水とはしるとも、施の功徳はたやすくかぞへつくすべからず、とのたまへり。

されば、くひ物を人にあたふるは、五の徳をあたふるといへり。一には命、二には色、三には力、四にはやすらかなる事、五にはことばなり。この五の事は物をくはざれば、いづれも
かなはず。好賢樹といふ木の実は芥子よりもちひさけれども、一夜に百丈おひのぼりて、そのかげに五百両の車をかくす。施の功徳はかくの
ごとし。少しき功徳なれども、かならず地獄にておほきなるたすけとなれり。

されば、獄卒、罪人にむかひて、など功徳をばせずして奈落の古郷へはかへりたるぞ、といへば、罪人、貧苦無福にして宝を
ほしがりし
ゆゑに、少しの善根をもなさず、といへば、獄卒、いかれるまなこを見ひらきて、はげしきこゑをあげていはく、いたづらに野辺にさきし花一枝、仏に施したてまつらん心ざし、貧しさによるべからず。むなしく谷にながるる水、一むすび僧に供養し施さん事、たからのなきによるべからず、とぞ申しける。はやく一花一水なりとも仏法僧に施して、仏になり給ふべし。

７　十二門開示　八　観念

第八に、観念をおこして仏道をいのると申すは、祖師、先徳みな観によるがゆゑに、みな得道せしなり。たとへば、将軍になりたる人の、翠帳のうちに臥しながら、はかりごとを万里の外にめぐらし、天下ををさむるがごとし。かしこき人は柴のいほりの内にゐながら、十万億のほかなる極楽浄土の依報、荘厳を観じて、往生の本意をとぐるものなり。されば、浄土浄刹は観念のたなごころのうちにありといへり。あるいは、弥陀如来の功徳池の宝蓮台に坐して、はるかに光明をはなち給ふ事を観じ、あるいは七重宝樹の下に観音・勢至の二菩薩、大梵和雅
の御声して、説法し給ふ事を観じ、あるいは紫雲にのりて西方にあらはれ給ふを観じ、あるいは六十万億那由他、恒河沙由旬の大身を観じ、あるいは眉間白毫の五須弥のやうなるを観じ、あるいは宮殿楼閣の飛行するを観じ、あるいは上品蓮台の暁の楽しみの
声を観じ、あるいは鳧・雁・鴛鴦の五根五力の法文をさへづるを観じて、八十億劫の罪障をのぞきて、つひに安養浄刹に往生するなり。くはしく
観無量寿経にとき給へり。これを十六相観といふ。あるいは
我が身のうちの真如実相を観じ、あるいは諸法の空寂なる事を観じ、あるいはこの身の不定なる事を観じて、みな往生極楽の因とするなり。

７　十二門開示　八　観念　１　真如実相観

真如実相を観ずるといふは、心仏及衆生のおもひをなして、是三無差別と観ずるなり。この心は、心と仏と衆生とこの三つは差別なしと観ずるなり。一切衆生悉有仏性、如来常住無有変易とのべ給へり。この心は、一切の衆生はことごとく仏性あり。如来常住にして変ずる事なし、といへり。このゆゑに、心ある人はみな、一色一香、無非中道、と観じて真如実相一つなりと知るなり。不軽菩薩の、不敢軽慢、とおがみ給ひしも、一切衆生仏性を具したり、と観じ給ひしなり。生あるものはいづれか仏性を具せざるべき。我等がむねの中に、本覚の心法身の妙法の蓮台に坐して、三十七尊かた時もたちさり給ふ事なし。しかりといへども生死長夜の闇ふかくして、本有常住の月の光
をかくし、四智円明の鏡に塵つもりて、三身満徳の影うかぶ事なし。されば、大集経には菩提をはなれ
、一法ある事なし、とをしへ給ふなり。我も仏、人も仏なり。観じて真如実相一つ、としり給ふべきなり。

むかし、僧多羅と申しける法師あり。無智文盲にしてさとるところなし。ただ口には三十七尊住心城、ととなへ、心には真如実相の思ひをなすより外、別の行なし。命終の時、天衆来迎し給ひて、都卒の内院にむまれぬ。この証をみて、不空三蔵、つねに帰命本覚真法身、常住妙法心蓮台、本来具足三身徳、三十七尊住心城、ととなへて、真如実相を観じ給ひけるを、弟子あやしみて、かばかり不浄なる身の中に、三十七尊、妙法の心蓮台にましますらんこそ、うたがはしけれ、といひければ、三蔵、仏の御まへにして、この観念をなし給ふ時、三十七尊胸の間にあらはれて、十方にひかりをはなち給ひき。弟子これをみてうたがひの心をひるがへし、随喜の涙をながしき。

木には春花さきて、秋このみをむすぶ。木をわりて見れば、中には花もなし。このみもなし。しかりといへども縁のいたりぬれば、花さきこのみ
をむすぶ。人の身のうちをみれば、妙法の蓮台もなく、三十七尊も住したまはず。しかりといへども、真如実相を観ずれば、三十七尊あらはれ給ふなり。たとへば、大海の底にある石に火の性ありといへども、無量歳をへても、火の性をあらはす事なし。しかれども、人この石をとりあげて火打ちといふ物をあつれば、火を出ださずといふ事なし。三十七尊、またまたかくのごとし。観念せざる人のためには大海のそこの石のごとし。はやく観念をいたして、心の月輪
かたちをあらはしたまふべし。ただし、この観念を
なまじひの智者などはかなふべからず。しかりといへども、仏と衆生と一つなり、と観念すべし
。

ひとつのたとへを申すべし。人の親とほき所へ
ゆきて大事のやまひをうく。二人の子をもちたるに、一人の子はゐたる所ちかし。一人の子はゐたるところとほし。おやのもとよりやまひするよしをつげけるに、ちかき所にゐたる子ははしりいでて、おやのもとへ行きけるに、あまりに雨ふり日もくれて
、夜に入りければ、行きさきも見えずおそろしかりける程に、塚穴のありけるにいりて、夜あけてゆかんと思ひてゐたる所に、今一人の子はゐたる所とほくして後にゆきけるが、これも
あまりにくらくて
、夜をあかさんと思ひて、かの穴に
入りぬるところに
、もと入りたる子は、鬼のくらひにきたると思ひて心をまどはす。いま入る子は穴のうちに、鬼ありて、われをくらはんとする、とおもひてきもつぶす。かくて二人の子、本性をうしなひてゐたるほどに、やうやう夜も
あけて心をとりしづめて見れば、兄弟なり。衆生もかくのごとし。生死長夜にまどひ
、無明の鬼あり、とおもへば
、善根の暁になりぬれども
、真如実相一つなり、としるなり。悪業煩悩のまなこのまへには、仏と衆生と差別あり、と見れども、真如実相をさとりぬれば、心仏及衆生差別なし、としるなり。

７　十二門開示　八　観念　２　空観

また空観と申すは、色即是空のおもひをなして、諸法をむなしとしる
。無大・無小の観をいたして、一切ありとおもはぬなり。されば、ふるき詩にもかくこそつくりけれ。身を観ずれば、岸の額に根をはなれたる草、命を論ずれば、江のほとりにつながざる舟、この心を歌によめる
、

72世の中をなににたとへん朝ぼらけ漕ぎ行く舟の跡の白浪

このゆゑに人もむなし、われもむなし。これもむなし、かれもむなし。万法みな空なり、と観ずべし。されば、煩悩の草むらしげき中に、悪業の虎狼ふすといへども、空観の火をつけぬれば、煩悩の草むらやけうせて、悪業の虎狼すむ所なし。この観いたりぬれば、むしやう
の罪障はみなきえうせて、つひに菩提のきしにいたれるなり
。

むかし、仏の御弟子道を行き給ふに、農夫二人して田をつくりけるが、一人にはかに死にけり。今一人、これをかなしめるけしきなし。ふしぎにおもひ給ひて、この事をとはれければ、農夫、わが子なり、とこたふ。その時、仏弟子、他人のしぬるさへみればあはれをもよほすなるに、いはんや恩愛ふかき子の死ぬるを見て、いかでかなげきかなしまざる、ととはれければ、農夫のいはく、一とせ仏の説法し給ひしに、この身はむなしきものなり、ありとおもふべからず、ととかせ給ひしなり。されば、いまさらおどろくべからず、といひけり。あまりにふしぎにおもひて、かの家に行きて、母にこの事をいひければ
、おなじやうにいひて、うちわらひてありければ、その時、仏弟子、かかるいやしき田夫なりといへども、空観を観じける
事のありがたさよ、と随喜の涙をながし給ひて、心あらん人は、諸法の空なる事を観じ給ふべし。

外道、仏弟子にあひたてまつりて、仏は諸法を空なり、とのたまへども、むかしあるくるしみは今もあり。むかしあるたのしみはいまはあり。火はあつく、水はさむし。何をもつてか空なりといはん、と申しければ、仏弟子こたへていはく、大焦熱地獄の衆生は、くるしみ忍びがたしといへども、無間地獄の衆生のためには、他化自在天のたのしみを見るがごとし。金輪聖王の果報はたのしけれども、四天王のまなこの前には等活地獄の罪人を見るがごとし。人間の火はあつけれども、地獄の火にくらぶれば、水のごとし。娑婆の水はさむけれども、奈落の水にくらぶれば火のごとし。たのしみもたのしみならず、かなしみもかなしみならず、とぞのたまひける。はやくこの思ひをなして、諸法皆空なりと観じ給ふべきなり。
７　十二門開示　八　観念　３　不浄観

また、不浄観と申すは、わが身も
人の身も不浄なる事を観ずるなり。たとへば、絵書きたる瓶の中へ、糞穢をいれたるがごとし。業平中将のよろづ
貴賤
男女におもひをかけられしも、西施が一たびゑめば、千金ををしむ人なかりしも、つひには野のほとり、河の間にすてられしかば、そのすがたみなかはり、白きはだへは青くくさり、赤きくちびるは黒くなりて
、ただれやぶれて、虫わきいづるなり。犬は手あしをくらひて西南
にはしり、烏はまなこをくじりて東北
にとぶ。くさき香を
とほくにほひおこせば
、あたりにちかづく人もなし。つひに、蓬がもとのちりとなりて、白骨ばかり所所にのこれり。心あらん人、たれかこれに着心をなさんや、と。この観念をなさん時、かならず無始生死の罪障、ことごとく滅するなり。このゆゑに、恵心僧都は、不浄観をなさんと思はば、つねに墓のほとりに行きて、死人のかばねを見よ、とぞのたまひける。観念によりて、罪もかへりて功徳となる事あり。されば仙預王は仏をもちひぬもの
をころし、東光梵士は、おもひかけてあはずは身をなげん、といひし下女ををかしけり。破戒なりといへども、観念によするがゆゑに、浄土の縁となるなり。されば、弘法大師は、智者のつくる罪はおほきなれども、地獄におちず。愚者のつくる罪はちひさけれども、地獄におつ、とおほせられける。これすなはち観念によれるがゆゑなり。煩悩即菩提といひ、因欲即是道、愚痴亦如是、ととけるもこれなり。

昔、達摩大師、天竺にて修行し給ひける時、無智の僧二人ありけるが、碁をうつより外の事なし。見る人これをにくみ、きくものかれをそしる。達摩しづかにこの事をとひ給ふとき、二人の僧こたへていはく、黒の死する時は、黒煩悩のうすることをよろこび、白の死する時は、白法善根の滅する事をかなしみて、無上菩提を観念するなり、と申しけるにあはせて、命終の時、聖衆来迎の素懐をとげたりき。されば、観念をもつて往生せん事うたがひあるべからず。

仏、忉利天より一夏九十日過ぎて天竺へかへり給ひて、我をばたれかはやく見つる、とおほせありければ、花色比丘尼
こそ一番におがみたてまつりつれ、と申しければ、仏のたまひけるは、須菩提が石室に入りて、坐禅して空寂を観ぜしよりほかに、我をとくみたるものなし、とありし時、みな不審にぞ思ひける。仏は、若以色見我、以音声求我、是人行邪道、不能見如来、の心をもつておほせられしなり。

されば、禅法修行こそ、たれもあらまほしき事なれども、心ざし
あさくてはかなはぬ事なり。しかれども、心あらん人は、ねぶりをさまして観念をいたして、仏と衆生とへだてなき事をしりたまふべし。仏と衆生とへだてなければ、地獄も極楽もへだてなく、獄卒罪人のへだてもなし。よくよく修行し観念して、大涅槃に入り給ふべし。

７　十二門開示　九　善知識　　　

第九に、善知識にあひて仏になるべし、と申すは、一生涯の間、十悪五逆ををかせる人、命終の時になりぬれば、阿防羅刹、火の車を具してまなこのまへに現ず、といへども、善知識のをしへによりて、もしは十念、もしは一念、弥陀の名号をとなへ、また、くるしみにせめられて口にとなへずといふとも、西方にむかひて、そなたに仏まします、と心のうちに思へば、火の車たちまちにうせて、花のうてなのまへに現ず。このゆゑに、法華経にも、
善知識者　是大因縁
とはとき給へり。阿弥陀如来はなたいゑ国
の無静念王
と申せし時、法界梵士
のすすめによりて、空王仏につかへたてまつり給ひて仏道をきはめ、有縁無縁の衆生をもらさずすくひ給はん、との御誓願ふかくおはしませば、末法万年まで、弥陀の一教をたのみ給ふべきなり。

されば、後の一條院の御とき、宇治殿頼通の延暦寺へ、人の仏道なるべき要文を、諸経の中にてしるしまゐらせよ、とおほせつかはされけるに、

若有重業障　無生浄土因　乗弥陀願力　必生安楽国　極重悪人　無他方便　唯称弥陀　得生極楽
三塔の学匠たちあつまりて、この文をかきぬきてぞたてまつられけり。

まことに、我等、濁世末代に生をうけて、過去遠遠の諸仏にもすてられまゐらせて、無始生死より六道に輪廻して、大苦悩を
うくる身を、他の方便かなはざれども、弥陀を称念せば、極楽へむかへん、とちかひ給ふ御慈悲を、いかなる人かたのみたてまつらざるべき。諸仏の御誓願、いづれも勝劣おはしまさねども、とりわき弥陀の願力にすぎ給ふべからず。

されば、阿闍世王は父をころし給ひしかども、耆婆大臣のをしへによりて、霊山の聴衆につらなり給ひて、成仏し給ふ。また、不動国のこんしゆ太子
のうき事にあひて出家せしをば、仏は善知識にあへる人なり、とぞおほせられける。

我朝にもかやうのためしおほし。源満仲はあまりに罪ふかくて、仏法の名字をしらぬ事をかなしみて、源顕法眼
と申せし子のありしが
、延暦寺より、恵心僧都そのほか座主などをかたらひ、多田の家に行きて物がたりどもをさせければ、かの満仲ことわりを聞きて、やがて道心をおこし、法師になりて夏飼ひの鷹三百もとはなち、多くの網ども焼き捨てて、永く殺生をとどめて仏をあがめたてまつりけり。これらをまことの善知識にあへる人と申すなり。

また、源兼長
が思はしき妻をもちたりけるが、二三日が程なる所へ行きけるに、やがてかへらんとするよしを、かへすがへすかたらひおきて、程なくかへりて見れば、綿綿は門に
たちて嘆き悲しむほどに、いかなる事ぞといひければ、御前は昨夜失せさせ給ひて、やがて鳥部野へ送りまいらせぬ、といふを聞き、心も失せまどひ、踏むところもおぼえざりけれども、すなわち、野辺に行きて見れば、長やかなる髪つきながら、新しき頭を犬かかへて食らひののしるを見て、命も失せぬべく悲しかりしかども、心を引きかへて法師になりてかくぞ詠みける、
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かくてながく仏道を修行しけり。

大江定基が思はしき妻に後れて、法師になりて、もろこしまでまかりけるが、母のために高雄の寺
にて八講おこなひて、静照法橋を請じて説法させける。名句に、日の東に出でんを見ては、母の古郷にある事を忘れざれ。月の西に傾かんをみては、上人、他の国にある事を思ひ出でよ、といはれしを聞く人、ありがたく忍びがたくや思ひけん。あるいは、車のうちより髪をきりて出だすものもあり。あるいは、笠の下よりもとどりを切りて出だすものもあり。かれこれ五百余人あり。かくのごとく憂き目を見、悲しき事にあひて出家遁世するものをば、仏は、善知識にあへるものなるぞ、と
とき給へる。はやくいそぎ善知識にあひて、年の若き時つとめ行じて仏になり給ふべし。

                                                                                                     7  十二門開示　十　臨終正念　　　　

第十に臨終に悪念をとどめて仏に成るべし、と申すは、たとひ竹馬の時より八十あまりにおよぶまで忍辱精進して念仏諸経
恭敬礼拝するとも、臨終の時、一念の妄心をおこせば、かならず生死に輪廻すべきなり。ある長者のこがねの釜をもちたりけるを、臨終の時、一念惜しと思ひしによりて大蛇となりてわだかまりぬ。また、舎衛国の女、鏡を見て我影よしと思ひしゆゑに、かつたゐ
のなかの虫となれり。されば、臨終の時、思はしからんめこなどや、心とまりぬ
べき宝などをば、見すべからずとは申しぬれ。

無空
律師は天井に二十貫文の料足置きたりしを、臨終の時、あながち惜しとは思はねども、何となく思ひ出しけるゆゑに、蛇になりて天井に住む。年ごろの檀那枇杷の大臣の夢に、われ命終の時、一念の
妄心によつて天井に置きたる銭の中にあり。はやくかの銭をとりて三宝を供養せよ、と見えければ、大臣夢さめてやがて律師の坊に行きて天井を見れば、二十貫文の料足あり。その
中にちひさき蛇
あり。大臣涙を流して、かの料足をもつて法花経を書き供養してたてまつりける。夜の夢に、この功徳によりて得脱しぬるよしをいひて
、その後は蛇
見えず。されば、花をのみ愛するものは胡蝶になり、鳥を飼ふものは畜生にむまるるなり。

はらない国
に頭陀と云人のありけるが、仏に申さく、いかなれば百年功徳を
つくる物の地獄におち、百年罪をつくる物の仏になる、と申しければ、仏告げてのたまはく、百年功徳をつくるものの地獄におつる事は、臨終の時、悪念をおこすゆゑなり。百年罪をつくる人の仏になるは、命終の時、弥陀を称念するゆゑなり、とぞおほせありける。このことはりをしりて、夢まぼろしの世の中を厭ひて、心をとどめ身を惜しまずして、一筋に弥陀を称して往生の素懐をとげ給ふべきなり。

7十二門開示　十一　法華経

第十一に、法花経を修行して仏になるべし、と申すは、三世の諸仏出世の本懐、一切衆生成仏の直道はこの経なり。されば、五障の女人も仏になれるなり。しかるに、この経を書き供養しける料紙を市にて買ひたる女人さへ、冥途の闇はれぬ。硯の水を入るる結縁さへ、地獄のほのほきゆるなり。無二亦無三、法花経第一、ととき給ふ。渡りに船を得たるがごとく、子の母にあへるがごとくにたのみて、はやく受持・読誦・解説
、書写して仏に成り給ふべし。一聞法花経決定菩提、といへり。よくたもちおこなひて、往生の願をとげ給ふべきなり。仏も歓喜し、神も随喜し給ふなり。このゆゑに伝教大師、これを講ずれば八幡大菩薩、紫の袈裟を施し、空也上人、これを読みしかば、松尾の大明神、寒風を防ぎ給ひき。いはんや、後の世のたすけとなる事申すにおよばず。

愛宕の成尋阿闍梨は、暁、法花経を読みゐたりければ、都卒天人、道場に立ち添ひけるに
、傍らの坊の人の目に見え給ひければ、皆不思議にぞ思ひける。これはことに近き事にあらずや。昔、提婆菩薩、獅子国にましまして、ある海のほとりを通り給ふとて見給へば、五百
餓鬼あり。かれら苦しみのあるよしをなげきけり。聞くにつけ見るにつけて、あはれに無残に思し召して、法花経を一品ばかり読み給ひければ、餓鬼聴聞して悲しみの涙を流して拝みたてまつりけり。そののち、菩薩の夢に、五百の天人、相好瑞厳にして、身には微妙の瓔珞をかけ、空より来たりては我を拝みける程に、あやしみて、いかなる人ぞ、ととはれければ、天人こたへていはく、われらは獅子国に百千劫の間、世にたへがたき苦しみを受けたりし餓鬼どもなりしが、菩薩の法花経を読み給ひしを聴聞したりしゆゑに、みな忉利天に生まれたるなり。今よりのちは悪道へかへるべからず、仏道を修行すべし、とよろこびけり
。されば、うはなりの読む経をとりつぎたりし結縁さへ、天より光をはなつ。はやく信をいたして読み給ふべきなり。

また、後の世までは申すにおよばず。関白頼通は具平親王の御むすめをすてて三條院の御むこになり給ひしに、関白、御物の怪の病をして大事になり給ひける間、験者には心誉僧都・みやうけん
阿闍梨、陰陽師には賀茂光栄・安部吉平などまゐりて、声を立て力を尽くししかども、しるしなくてすでに引き入り給ひしに、頼通の御父御室の関白道長、みづから法花経の寿量品をかみ一枚ばかり二三返読み給ひて、かほにかほをあてて泣き給ひければ、頼通のもとの御舅、具平親王のあらわれ給ひて、たれも子のいとほしく悲しさは同じ事なり。我はかなくなりて後、わがむすめをすて、たよりなく物を思はせ給ふがうらめしければ、たすけたてまつらじ、と思へども、法花経に勝たざりたてまつりて、このたびはかへるなり、とぞのたまひける。さて、もとの北の政所へ御迎ひ車をまゐらせて、このよしを申させ給ひたりければ、恩愛の道はこの世ばかりといひながら、草の陰までもこれ程にあさからずおぼしめしけるよ、と御涙にむせび給ひておはしけるを、やうやういさめまゐらせ、御車にのせ
られていらせ給ひぬ。頼通の御やまひなほらせ給ひてのち、公達あまたわたらせ給ひける
。今にいたるまで関白殿下ともうすは、その御子孫なり。悪霊邪気もおそれたてまつるは、法花経なり。いかでか冥官・冥道勝たざりたてまつる事なからん。されば、現世安穏まのあたりに証拠あり。後生善処なほうたがひあるべからず。無二亦無三のこころを和泉式部がよめる、

74ふたつなくみつなき法を聞きつれば五つのさはりあらじとぞ思ふ　
藤原清輔朝臣のよめる、　

　　75ふたつなきみのりの舟ぞたのもしき人のさらでも
渡すと思へば 
かへすがへすこの経を信仰したてまつりて、仏道をなし給ふべし。

7十二門開示　十二　称念弥陀

第十二に、弥陀を称念して極楽に往生し給ふべし、と申すは、恵心僧都の往生要集には五念門をたてたり。諸仏菩薩も仏道を求むる人をば、阿弥陀仏、ここ
へまゐれ、とをしへ給へり。薬師は、八菩薩をして極楽へおくらん、と誓ひ給ふ。観音は、わが本地
阿弥陀如来を念じたてまつれ、とをしへ給ふなり。しかのみならず、諸教所讃多在弥陀とて、八万聖教の中にも弥陀の功徳すぐれたり、とぞほめたてまつりける
。もろもろの菩薩、仏に申し給ふやう、いかにしてか濁世末代の衆生、たやすく仏になるべき、ととひたてまつり給へば、仏のたまはく、百八の木欒珠をつらぬきて、弥陀の名号をとなへよ、とぞおほせありける。かへすがへすうたがひをなす事なくして、ある時は西方にむかひて礼拝して
、ある時は声をあげて名号をとなへ、ある時はまなこをふさぎて弥陀の光明を観ぜよ。頭の髪に火のつきたるを消す
がごとく、後の世のいとなみをすべし。明日を待つ事なかれ。

たとへば、人の道をゆかんに、盗人にあひてものをとられじ、とて逃げ走るに、跡より盗人おひきたる程に、おほきなる河ありき。着たる物を脱ぎて渡らば、河におぼれて死なんずらん、と思ふごとく
おもひまじゆる事なく弥陀を称念し
、極楽をねがふべきなり。たとへば、たのしき人の子のあやしの人に盗まれて外の国にゆきて、しもべとなりてつかはるるが、いかにもして親のかたへゆかばや、と思ふがごとく弥陀を称念じ
て極楽へ往生すべし。善導和尚の定に入りて極楽を念じ給ひけるには、弥陀如来かならず現じて物語りし給ひける。このよしをきき、導綽禅師の往生すべき事をとひたてまつり給ひければ、たとへをとりてをしへ給ひけり。木をきる時は
、はやく斧をくだせ。家にかへらんをりは、つかれを忘れよ。木をきるに斧をおそくくだせば、はやくきる事なし。家にかへるにつかれを思ひて道にやすみやすみぬれば、おそくかへるなり。されば、おこたる事なく道を行くがごとく弥陀を念じ、極楽をねがふべし。極楽を念ずる聖に人の物をとひければ、ただいま一大事あり、とぞ申しける。極楽をねがはん人は、かの聖のやうにこそあらまほしき事なれ。

　また、天竺震旦の事は申すにおよばず、吾朝にも行業をつみて往生の素懐をとげし人おほし。ことごとくしるしつくすべからず。しかれども、これも念仏年つもりたる人ともなれば、ことはりなり。ただ一念のちからによりて往生したる人の事は
少少申すべし。讃岐国多度の郡に源大夫といふものあり。狩せんとて野に出でけるが、時雨のしければ、人里のあるところにはしりゆきて、見れば多くの人集まりて寺にて講おこなひけるを、これは何事をするぞ、ととひければ、講おこなふよしを申しける
。講とは何事ぞ、ととへば、仏に物を申すなり、といふ。仏とはいかなるものぞ、といひければ、講おこなひける僧、仏とはこれより西方に極楽といふ国のあるじとて
おはしますなり。阿弥陀仏といふその御名をとなへて心にかけたてまつれば、命のをはる時、かならず来たり給ひて、極楽へむかへ給ふなり、といひければ、いざさらば、われもゆかん、とて法師になりて西にむかひて阿弥陀仏、阿弥陀仏、ととなへてあゆみさりぬ。講おこなひける僧、あまた不思議に思ひて、その跡
つきて見おくりければ、海のほとりに松の木のあるにのぼりて、西にむかひて死にたり。ちかくよりて見れば口より青蓮花おひて、異香くんじてぞありける。

　されば、心ざしせちにあれば、一念の功力にてかならずかならず往生すべきなり。されば、ふるき詩にもかくこそつくりけれ。
十悪といふともなほ引接す。疾風の雲霧をひらくよりはなはだし。一年といふともなほ感応す。巨海の涓露をいるるにたとふ、
ともかき給へり。されば、この心は、十悪の衆生をもみちびき給ふ事は、風の雲霧をはらふよりもはやし。一念の衆生をもすくひ給ふ事は、大海のすこしきながれをいとはざるがごとし、といふなり。十悪五逆のものさへ弥陀の悲願にはもれず。いはんや弥陀をたのみたてまつり、一生の間称念せんものにおいてをや。

　弥陀如来、観音・勢至を具し給ひて、来迎引接し給はん時をおもひやり給ふべし。万徳荘厳の教主、西方にあらはれ九品蓮台の聖衆、紫雲に
のりて斜めにくだり、光明赫奕として十方世界をてらし、異香ふんぷんとして草木みな沈檀のにほひをなす。観音、法蓮台をかたぶけ給ふ。勢至、手をさづけて引接し給ふ。伎楽歌詠のこゑ耳にみち、無数の天衆まなこにさへぎり、宝のはちす雨と
ふりて柴の庵をうづみ、讃談のこゑ歓喜の涙をもよほすなり。すでに仏の心にしたがひ、聖衆の中にまじはり、須臾の間に安養の宝池にいたり無量のたのしみをうるなり。八功徳池には四色の蓮華ひらきて色色の光をはなち、七重宝樹には花さきこのみむすびて聖衆かげにあそびたまひ、鳬・雁・鴛鴦さへづり、簫・笛・琴・箜篌は微妙音楽をととのへ、琵琶・鐃・銅鈸は奇異のしらべをそうす。波の音、かぜの声まで仏道増進の妙文をとなへ、一切草木はみな栴檀の匂ひをなせり。むかしつたへききし御法文を直に耳にふれ、いにしへ観ぜし御姿まのあたり
おがみたてまつり、十方世界に遊行して三世の諸仏を供養し、七世の恩所をみちびき、有縁無縁をとぶらふ。称讃浄土経には、百千倶胝那由他劫をへ
、無量千倶胝那由他の舌をもつて、一一の舌の上に無量の声をいだして、ほむともほむとも、弥陀の名号の功徳をばほめつくすべからず、と申しけり。往生要集の十楽をしるすに、百千万のたのしみなりとも、十楽のうち一つにはをよぶべからず、といへり。

されば、あやしの舌のはしにて、中中申さん事こそおろかなれ。かへすがへす弥陀を念じて、かばかりめでたき浄土へまゐり給ふべきなり。心ある人の、極楽をねがひし事を歌にて申すべし。

　　76いかにして蓮の花にやどりなん世をうき葉にはすむかひもなし　
　　77極楽の蓮の花の上にこそ露のわが身はおかまほしけれ 

右大臣兼実がよめる、

　　78花はみなあかぬ中にもこん世までゆかしき物は蓮なりけり 

8　語りの結び

かやうにこの僧かたりはてて、南無西方極楽世界弥陀如来、来迎引接たがへ給ふな、南無九品蓮台清浄大海衆如来とともに迎へ給へ、とて夜のあくるとひとしく行方しらずなりにけり。

      跋

のちにこれを思ふに、ひとへに嵯峨の釈迦如来、かりに一人の僧に現じ給ひてしめし給ひけり、としりぬ。されば、魔縁は人の目をまよはせども、かげをばしらず。われらもつとめおこなはばうたがひあるべからず。たとへば、金をのべてふたつのうつわ物をつくりて、ひとつをば清浄にしてのごひみがけばいよいよ光をまし、今ひとつをばすてをきてきよむる事なければ、光なくなりて見るところはべちなれども、そのこがねのまことのたいはひとつなるがごとく、三世の諸仏三身万徳の功徳は、われも人もそなはりたれども、妄想不浄のちりにまじはりて、いよいよ着心をなして、つたなき身となるなり。仏はこのちりをはらひ給ひて、禅定智恵をみがき給へば、究竟菩提をあらはして、一切衆生は我が身なりけりとさとりて、われら衆生をあはれみ給ふなり。まことにその実相はただ一なり。

衆生といひ、仏といふは、まよへるとさとれるとのかはりめなり。法性真如のことはりは、十方の仏も一切衆生も具したれども、妄念にまどはされ、うたがひの心にとらかされて、生死にしづめり。この妄想をとどめて、わが身の仏性を観ずべきなり。心ざしいたりぬれば、じねんに仏と衆生とへだてなき所をさとりしるべし。別に仏の子孫なし。みな衆生のうちより出で給ふ
。

ことに、この観念は女人のすべき事なり。そのゆへは、女人は難行苦行をも行ぜず、経論聖教をひらきて見る事もかたき身なれば、成仏の縁すくなきなり。心をおこし、気にしたがひて、あるいは一日二日、あるいは一月二月、もしくは一年二年、もしは五年十年のあひだも観念をいたさば、仏と衆生と差別なき事をさとりしるべきなり。これぞまことの仏道修行とは申すめる。観はこれ智恵のつるぎ、欲
煩悩のきづなをきる。行はこれ禅定の火、たちまち
生死のさかひをやきうしなふものなり。よくよく修行して、ながく仏法の宝をまうけ給ふべきなり。いま人界をうくるものは、宝の山に入りたるがごとし。あひかまへて手をむなしくして、三途の古郷に帰る事なかれ。

宝物集物語　下




�おこし＝他六本「おこして」


� 善見＝松・小・宮は漢字で「善現」、大系「善見」、平三、おう「善現」


� きえうせぬ＝底「きえす」、他七本により改む。平三「きへうせぬ」


� すぐれたり＝底「須とくすくれたる」、他七本により改む。平三「すくれたり」


� 弥勒大士＝小「弥伽大士」、平三・大系・おう「弥伽大士」


�　富めるもの＝他六本「とめる人」、平三「富めるもの」


� ｢給ひて｣と「十二年」の間、他六本に次の異同あり。松「たたひとりだんとくせんにいり給ひ、十九にてしゆつけしたまひて」。なお、六本間でも「十九にて」の「にて」、小は補入、簗・細ナシ。平三には異同ナシ。


� 小野小町＝大系・おう「小大君」


� 我少＝底「我等」、他六本により改む。平三「我少」


� とく仏に＝底「仏に」、他六本により改む。平三「とく仏に」


� 一切＝他六本「一切の」


� たのみ＝他七本「たのみを」、平三「たのみを」


� みゆる＝他六本「見みゆる」


� ごとくに＝底「ことに」、他七本により改む。


� かならず＝底「かならは」、他七本により改む。


� や入りなまし＝平三「ぞ入りぬべき」


� はるかに＝底「はるに」、他七本により改む。平三「はるかに」


� のたまへば＝他七本「のたまへり」、平三「の給へり」


� およばず＝底「よらず」、他七本により改む。平三「申におよはす」


� 今世後世の引導＝底本「今世後世ういんたう」、他七本により改む。


� 利生を＝底「りうやうを」、他六本により改む。平三は「今世後世の引導の利生」にあたる部分、「引導の利生」とあり。


� まぬかれ＝他六本「かれ」、平三「まぬかれ」


� 晨朝＝底「しんてん」、他七本により改む。


� のたまふなり＝他六本「のたまへるなり」、平三「のたまふ也」


� ありき＝他六本「あり」、平三「ありしか」


� へて＝他七本「へに」、平三「ふるに」。


� 給へる＝上・松・小・細・簗「給へり」、宮・萩「給ひぬ」、平三「たまふ」


� 河辺＝他七本「河原」、平三「河原」


� ゑぞ寺＝平三「しふてら」、おう「シフ寺」、大系「ゑふでら」


� 地蔵講をぞ＝他六本「かうを」、平三「地蔵講を」


� 冷泉河原＝松・小・細・簗・萩「われはれいせんかはら」、宮「われはすすかかわ」、平三「われは冷泉河原」


� たてまつりけり＝底「たてまつり」、他七本により改む。平三「奉けり」


� たてまつるべきなり＝底「たてまつるへし也」、上により改む。他六本「たてまつるへし」平三「奉るへし」


� かぎりの＝他六本「かきり」、平三「かきり」


� 見まゐらせけれども＝松・小・細・梁「みまはせとも」、宮「見まはれとも」、萩「見まいらせらるとも」、平三「見まはし給へとも」


� 師は三世の＝小・細・簗・宮・萩「三世の」、平三「師は三世の」


� いひければ＝松・小・細・簗・萩「いひけれとも」、宮「いふされとも」、平三「の給へとも」


� 渡らせ＝底「渡り」、他七本により改む。。平三「わたらせ」


�鼎＝底「なかへ」、他七本により改む。 


�右大臣＝他六本「右大弁」、大系・おう「右大臣」 


�あひ＝他六本「ゆきあひ」 


�満て＝小「よみて」、萩「よみてたび給ひて」


�もしは＝底「もし」、他六本により改む。


�むまれき＝底「むまれて」、上・小・細・簗・宮・宮・萩により改む。 


�戒をたもてるものは～成就す＝松・小・細・簗「戒をもたざるものは～成就せず」、宮・萩・平三「戒をたもたざるものは～成就せず」 


�妄語、飲酒＝松・小・細・簗・萩「飲酒、妄語」


�殺の報＝他六本ナシ。


�鬼のごとし＝松・小・細・簗・宮「鬼のごとしととき給へり。まことに」、萩「鬼のごとしとのべたまへけり。まことに」


�殺させんする＝他六本「殺させんとする」


�譬喩経に＝底「譬喩経を」、他七本により改む。 


�おこる罪＝底「おこると罪」、他六本により改む。


�得べしなり＝松・小・萩「うけへし」、細・簗・宮「うくへし」


� 行業＝底「行幸」、上・小により改む。


� ける＝底「けり」、他六本により改む。


� 鹿母夫人＝底・他七本すべて「かもふにん」、平三「かも夫人」


� 迦毘羅＝底「かひら」、他六本「きやひら」


� 仏の＝松・小・宮・萩「仏のはくの」、細・簗「ほとけかのはく」


� ける＝底・上「けり」他六本により改む。


� 阿育＝松・小・細・簗・萩「あゆく」


� これら＝松・小・宮・萩「我ら」、細・簗「われら」


� おこし＝松「起して」、細・簗・萩「おこして」


� まうて＝他七本「まうてゝ」


� えさせしめ＝他六本「えせしめ」


� かたち＝他七本「人」


� 給へり＝他七本により改む。


� 説法を＝松・小「説法」、細・簗・萩・宮「せつほう」


� いとなみしに＝他六本「いとなむ」


� 檀金＝底、ふりがな「だんこん」、大系・平三「端厳」


� そののち＝松・小・宮・萩ナシ。


� せんしやく比丘＝大系「せんさく比丘尼」・平三「善積比丘」、正しくは「せんはく比丘尼」


� 公経＝他六本「こうけい」


� ちかごと＝小・萩「ちかいこと」


� ちか事＝小・宮・萩「ちかいこと」


� をしへ＝小・松・宮「経」、細・簗・萩「きやう」


� 経文を＝松・小「経を」細・簗「きやうを」、宮「きやうに」萩ナシ。


� たのしみは＝小・宮・萩「たのしみ」


� 経文＝松・小「経」、細・簗・宮・萩「きやう」


� 八億＝松「八萬」、宮・萩「八まん」


� 業となる＝松・小・宮・萩「こう也」、細・簗「こうなり」


� いはんや＝松・萩ナシ、宮「いはんや生生世世の業をや」ナシ。


� 欲＝底・他七本のママ。「能」か。


� 懺悔すれば＝底「さむけされは」、他七本により改む。


� 渡る＝松・小・宮・萩「わたす」


� なりとも＝松・小「成といへ共」、細・簗「なりといへ共」、萩「なりといへとも」


� よめる＝松「読り」、細・簗・宮「よめり」、萩「つくり給ふ」、小ナシ


� 百千万＝松・小・萩「五千万」、宮「五百万」


� あつめたるより＝他六本「あつめたるよりも」


� なして＝小・宮・萩「なし」


� おさめる＝他七本「おさむる」


� 干つまりたる池の水に＝底「ひつり池」、上「ひろまりたる池の水に」、松・小「ひつまりたる池水に」、細・簗「ひつまりたるいけのみつに」、宮・萩「ひつまりたるいけみつに」、諸本により改む。


� はなちたる＝上・小・松・細・簗「はなちける」、萩「はなち」


� 給ひしかば＝他六本「給ひし」


� まつりごと＝松・小・宮・萩「まつり」


� むまるると＝底「むまると」、他六本により改む。


� 賤の女なんども＝松・小・宮「しつのめなとも」、細・簗「しつのめなりとも」、萩「しつめなとも」


� よく＝松・小「能々」、宮・萩「よくよく」


� 乳母＝平三「父母」


� 高祖＝他六本「かうそと」


� のたまへり＝他六本「のへ給へり」


� 火丸＝底「ひまろ」、松・小「火丸」により改む。細・簗「ひまつ」、宮「ひまる」、萩「ひのまる」


� 妻をもちたり＝底「めをもちもちたり」、他七本により改む。


� 京上しける＝細・簗「きやうのほりしける」、萩「しやうらくしける」、宮「京のほりしてける」


� 火丸＝底「ひまろ」、松・小により改む。細・簗「ひまつ」、宮・萩「ひまる」


� 子の大地へ＝松・小「此大地のそこへ」、細・簗「この大ちの底へ」、宮「此の大ちのそこへ」、萩「此の地のそこへ」。


� 火丸＝底「ひまろ」、松・小により改む。細・簗「ひまつ」、宮・萩「ひまる」


� 鳧雁鴛鴦＝底「ふがゑんなう」、諸本により改む。小「鳧雁鴛鴦」、松・細・簗「ふがんゑんなう」、宮「ふがんゑんなう」に「鳧雁鴛鴦」を振り漢字、萩「ふかんゑんわう」


� 三千仏の＝底「三千仏を」、他七本により改む。


� よめる＝松「読り」、細・簗「よめり」、宮ナシ


� つみは＝他六本「つみも」


� ごとし＝他六本「ことく」


� 土石＝細・簗・萩・宮「つちいし」、小「ツチイシ」と振り仮名


� をしまざれ＝簗「おしまれ」、萩「おしますおもへと」


� たてまつりて＝松「たまへりて」、萩「給へり」、宮「給ひて」


� たりけるが＝松・小・細・簗・宮「たりける」、萩「たりけり」


� 貧女の＝松・小「ひん女か」、細・簗「貧女か」、宮・萩「にんによか」


� 伽毘羅城＝松・小・細・簗・萩「きやひらしやう」


� 宝にてこそ＝底「宝にて」、他六本により改む。


� けり＝底「ける」、他六本により改む。


� とへば＝他六本「とひけれは」


� おほやけに＝松・小・細・簗・萩「おほやけ」、宮「大やけ」に振り漢字「公」


� あびせ＝松・小・細「あむせ」


� すり給ひけるに＝松・小・萩「すり給ひける」


� うせけり＝松・小・簗・宮・萩「うせにけり」、細「けり」


� かの＝松・小「彼后の」、宮・萩「かのきさきの」


� 仏、施＝松・小・細・萩「ほとけせ」、簗「ほとけのせ」、宮「ふつせ」


� 瓦礫と＝小「（瓦＋未）小石と」に「ツブテコイシ」と振り漢字、宮「をほんくわと」


� いづれも＝松・萩「いつも」


� 功徳はかくの＝底「くとくはかの」、他七本により改む。


� 宝を＝松・小・萩「たからと」、宮「たからに」


� ほしがりし＝宮「ともしかりし」


�大梵和雅＝底「大ほんわか」、松「大をんわげの」、細・簗「大の」、宮「大おんわけの（ふり漢字「音和雅」）」、萩「大をんわげの」、平三・大系「大梵和雅」 


� 楽しみの＝底「たのしみ」、他七本により改む。


� くはしく＝他六本「くはしくは」


� 我が身のうちの真如実相を観じ、あるいは＝底本ナシ。目移りによる誤脱か。上により補う。


� 月の光＝松・小・細・簗・萩「月ひかり」


� はなれ＝他七本「はなれて」


� このみを＝他六本「このみ」


� 心の月輪＝松・細・簗・宮・萩「心月輪」


� 観念を＝他六本「観念は」


� 観念すべし＝他六本「観念すべき」


� 所へ＝他六本「所に」


� 日もくれて＝他六本「日くれて」


� これも＝他六本「それも」


� くらくて＝他六本「くらくておそろしかりけれはこのつかあなにいりて」


� かの穴に＝他六本ナシ


� ところに＝他六本「ときに」


� 夜も＝他六本「夜」


� まどひ＝上「まとひけれは」、他六本「まとひぬれは」


� おもへば＝他六本「おもへとも」


� なりぬれども＝他六本「なりぬれは」


� しる＝松・小・細・簗・萩「しり」、宮「しるなり」。


� よめる＝松・細・簗・萩・宮「よめり」、小ナシ。


� むしやう＝｢無性｣か。小「無量」、おう・平三「無始生死」


� いたれるなり＝松・小・細・簗・宮「いたれり」、萩「いたれる」


� いひければ＝他七本「いひけれはこれも」


� 観じける＝底「くはんける」、他七本により改む。


� わが身も＝底「わか身」、他七本により改む。


� よろづ＝松・小・細・簗・萩「よろつの」


� 貴賤＝松・小・細・簗・宮「貴賤の」


� なりて＝他六本「かはりて」


� 西南＝他六本「西東」


� 東北＝松・小・細・簗・萩「北南に」、宮「きたみなみへ」


� 香を＝他七本「香」


� おこせば＝他七本「くれは」


� もちひぬもの＝底「もちひぬもちひぬもの」、上・松・小・細・簗・萩により改む。なお、宮「もの」。


� 花色比丘尼＝底「そしき比丘」、松・小・宮・萩「けしきひく」、大系「花色比丘尼」により改む。おう「華色比丘尼」。


� 心ざし＝底「心なし」、他七本により改む。


� はなたいゑ国＝松「三たいらん国」、小「なたいらん国」、細「なたはゑこく」、宮・萩「なたいらんこく」、平三・大系・おう「珊提嵐国」


� 無静念王＝平三「無諍念王」、大系「無上念王」、おう「無諍念王」


� 法界梵士＝平三・大系・おう「法海梵士」


� 大くなうを＝他六本「大くなうをのみ」


� 不動国のこんしゆ太子＝平三「ぶだうこくのこんじゆ太子」、大系「不動国の金字太子」


� 源顕法眼＝細・簗「じんけんほうけん」、宮「けんけいほうけん」、平三「満賢法眼」、大系「法眼源賢」、おう「法師ノ源賢」


� ありしが＝底本「ありしは」、他七本により改む。


� 源兼長＝底本「みなもとのかねなり」、松・小・宮・萩により改む。平三・大系「源兼長」。なお、細・簗「みなもとのかねつね」


� 綿綿は門に＝松・小「めらはかどに」、細・簗「めはかどに」、宮・萩「めらはかどに」。


� 高雄の寺＝平三「高尾のてら」、大系「山崎宝寺」


� ものなるぞ、と＝他七本「ものなりとそ」


�諸経＝他六本「しよきやうを」 


�かつたゐ＝底「かつかい」、松・小・宮・萩により改む。 


�とまりぬ＝松・小・細・簗「ととまりぬ」、宮「とどまりぬへき」、萩「ととまりつへしき」 


�無空＝大系によりこの漢字を宛てる。


�一念の＝松・小・細・簗・萩「一念」


�其＝他六本「此(この)」 


�蛇＝他六本「くちなは」


�いひて＝底本「いて」、他七本により改む。


�蛇＝他六本「くちなは」


�はらない国＝大系「波羅奈国」


�功徳を＝底「功徳」、他七本により改む。


��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げだつ),解説)�＝他六本「げせつ」


�けるに＝他六本「けるか」


�五百＝松・小・細・簗・萩「五百の」、宮「五百人の」


�すべしとよろこびけり＝他六本「すべしとぞよろこびける」 


�みやうけん＝松・小・宮・萩「みやうそん」、大系・おう「明尊」


�御車にのせ＝他七本「御車にたすけのせ」


�らせ給ひてのち、公達あまたわたらせ給ひける＝上により補う。 


�人のさらでも＝他六本「人もさらても」 


�ここ＝松・小・宮・萩「極楽」


� 本地＝小「ほんし」、大系「本師」。


�たてまつりける＝松・小・細・簗・萩「たてまつりけり」、宮「給へり」。


�礼拝して＝他六本「礼拝し」


�消す＝底「けつる」、他七本により改む。 


�ことく＝宮「ことに又」、松・小・細・簗・萩「ことく又」。 


�称念し＝上「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(となへ),称)�念し」、松・小「唱へ念し」、宮・萩「となへ念し」


�称念じ＝松・小「となへ念じ」、宮「念じて」、萩「となへねんして」


�時は＝他七本「時には」


�事は＝他六本「事」


�申しける＝松・小・細・簗・萩「申しけり」


�とて＝他七本「にて」


�跡＝他七本「跡に」


�紫雲に＝底「紫雲の」、他七本により改む。


�雨と＝底「雨」、他七本により改む。


�まのあたり＝他六本「まのあたりに」


�倶胝那由他劫をへ＝他七本「倶胝那由他劫をへて」 


�出で給ふ＝他六本「出で給へり」


�欲＝底・他七本のママ。「能く」か。


�たちまち＝他六本「たちまちに」
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